
下水道管渠設計システムと Civil3Dとの連携 
PIPE Design Pro にて設計した結果を AutoCAD Civil3D に管渠の３D モデルを表示する過程

をご紹介します。AutoCAD Civil3D が扱う造成や道路設計などとの統合後の計画、検討に

効果を発揮します。 

 

1． PIPE Design Pro（PDP）で管網設計を行います。 

雨水データを PDP で作成します。 

PDP 平面図 

 
 

PDP 縦断図 

 
２．PDP で「解析ツールへエクスポート」から解析ツールの Excel が起動します。 

 



 
 

流出解析ソフトウェア SWMMデータが表示されます。 

 
 

 

 

  



３．SWMM5.exe を「システム情報」のダイアログ内に割り当てます。 

 

 
４．「SWMM ツール」から「SWMM INP データ出力」をクリックし、SWMM データを作成しま

す。 

 
  

 

 



５．Autodesk Civil3Dを「新規作成」します。 

「設計」－「Storm and Sanitary Analysisで編集」をクリックします。 

 
６．コマンドプロンプトにて以下のメッセージに従って「ｙ」を入力します。 

 
 

7．Storm and Sanitary Analysis（SSA）が起動します。 

 

 
 

 

 

 

８． SSA のメニュー「File」－「Import」－「EPA-SWMM」からファイルを選択します。 

 



 

 
  

 



９．SSA のメニュー「Export」－「Hydraflow Storm Sewers File」からファイルを保存し

ます。 

 

 
 

 

 
10．Civil３D の「挿入」－「Storm Sewers」を開きます。 

 



 
 

11．ファイル（stm）を開きます。 

 

 
 

  

 



12．Stm ファイルが表示されます。 

 

 
 

13．「３D Orbit」コマンドで３D 表示します。 

 
 

 

 

 



 

14．選択したオブジェクトのプロパティにより、管渠の属性が表示されます。 

 

 


